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昭和46年度卒業式学長告辞
本 日ここに昭和46年度 学部卒業生および専攻科修了 生諸
君の卒業の門出を迎えるにあたり， 衷心よりお祝いを申し




さらに一年間の大学生活を終え， 高い教養 と， 高 度 の専門
技術を身につけられたのであります。 諸君の小学 校に始ま














































昭和 47年 3月18 日












省令（厚生4 ) 2・ 23
大学設置基準の一部を改正する省令（文部 5) 3・18
学校教育法施行規則の一部を改正する省令（同




省 令（同1 2) 3・ 29
関 係 法 -6... 1ヨ
政 令 （諸官）
建築基準法第4 条第l項の人口25万以上の市を
指定する政令の一部を改正する政令（ 25) 2・ 28
訪｜ 令
文部省会計事務取扱規程の一部を改正する訪Ii令















院 2 ) 2・ 3
職員の保健及び安全保持の一部を改正する規則
（人事院10- 4 )  3・6
非常勤職員の給与の一部を改正する規則（同9-1) 3・31
報 第14 2 号
声地










「10生産機械工学演習I 2 I 
実験I 4 I 」を ｜ ｜ ｜ に改める。- I o生産機械工学実験I 2 I」
別表の化学工学専攻中，「／o化学工学演習及ひ実験／4 い
「 l o化学工学演習I 2 I 
l o化学工学実験 I 2 I 」 に改める。
附 則



























































第17回評議会 ( 3月 3日）
（報告事項）
(1) 昭和47年度富山大学大学院薬学研究科および工学研

























期大学部学長47. 2. 4 事務補佐員（ 経営短期大学部）に採用する
美
i青尾高










事 務 補 佐 貝
（ 経 済 学 部）
文 部 事 務 官
（ 経 済 学 部）
事 務 補 佐 員
（教 養 部）
事 務 補 佐 員






































（文 文 部 大臣47. 2 . 20 イ乍貞中本




























文 部 事 務 官
（庶 務 部 庶務 課）
事 務 補 佐 員
（学 生部 学 生課）
事 務 補 佐 員
（庶 務 部 庶務 課）
事 務 補 佐 員
（文 理 学 部）
事 務 補 佐 員
（工 学 部）
事 務 補 佐 員
（教 養 部）
事 務 補 佐 員





文 部 技 官
（工 学 部）
文 部 技 官
（薬 学 部）
文 部 事 務 官
（附属図書館薬学専門図書室係長
文 部 事 務 官









事 務 補 佐 員
（薬 学 部）
技 術 補 佐 員




























































学部） ，36年3月教 授 に昇 任， 現在本 学薬学部 ．薬品製造化
学講座主任教 授， 本 学 大学院薬学研究科 製薬化学専攻担任
教 授である。
また， 昭和37年4月 ～42年5月＇ 46年6月 ～47年3月 の
4 期にわたり富山大学評議員を併任されたω
なお， 同 教 授は昭和34年6月学位論文 「アザペンゾキノ
リチン類の 合 成 に関 する研究」 により薬学博士の 学位を取
得。 富山県出身。 当年49歳。
薬学部長の改選
永原学部 長の 任期が 3月31日付けで満了することにより．
2月 23日後任候補 者 の 選挙が行なわれた結果， 山崎教 授が
第 6 代薬学部 長に選ばれ， 4月 1日付けで就 任した。
山崎教 授は昭和20年9月 東京帝国大学医学部薬学科 を卒
業， 21年2月， 旧富山薬学専門学校教 授嘱託同 年6月同校
助教 授， 23年3月同校教 授， 25年4月富山大学助教 授（薬
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教養部長の改選
梅原教養部長 の任期満了に伴う教養部長候補 者 を推薦す
る選挙は， 2 月23日に教養部会議室で行なわれ， 教養部白
井芳朗教授が選ばれた。
3 月 3 日；教養部運営協議会， 向日協議会の議を経て， 教
養部長候補 者に決定し， 4月 1 日付けで就任された。
白井芳朗教授は， 京城帝国大学予科 から京城帝国大学法
文学部法学科 に進み， 昭和 6 年3 月同部を卒業， 昭和 7 年
4月再び京城帝国大学法文学部文学科 に入学， 同 9 年3 月
卒業された。
つ いで 関 東庁大連第二中学校教諭， 朝鮮景福公立中学校
教諭， 天津日本中学校教諭を経て， 昭和21年3 月内地に引
揚げ， 同22年2 月富山師範学校教授に補せられ， 同2 6年富
山大学助教授 （教育学部）， 同43年4月 1 日富山大学教授
（教養部） に昇任， 現在に至った。 この間教養部運営協議




の 選考は， 1月21日開催 の 協議会において， かねて附属図
書 館商議会が推せんした3候補の中から行なわれた。
その結果， 文理学部の小林貞作教授が 次期 附属図書 館長
に選ばれ， 2 月2 0日付けで就任した。
小林新 館長は， 昭和2 0年9 月名古屋帝国大学理学部生物





験 室放射線取扱主任代理者， 特別教職課程委員会委 員をつ




また， 昭和33年に理学博士 の学位 を受けた。 専門は細胞
生物学。 5 0歳。 山形県出身。
教育学部附属学校長の改選
教育学部附属小学校長 （附属幼稚園長兼務） 林三雄， 同
附属中学校長黒坂富治の両教授は， 3 月31日で任期満了と









学校教諭， 富山師範学校教授， 富山大学助教授， 同教授 を
経て， 昭和43年現職に選ばれ現在に至る。
高野 兼吉
昭和18年東京文理科 大学学士試験 合格 の 後， 和歌山師範




き， 本学 の固有財産実地監査が下記 のとおり実施されたが，
指摘きれた事項もなく良好な成績で終了した。
記
1 . 監査実施年月日 昭和47年3 月 6 日～ 7 日
2 . 監 査 員 小 村 正 彦
八重畑 義三郎




昭和46年度 の 監査は， 昭和45年度及び昭和46年度 の全経
理 を対象に下記 のとおり実施されたが， 指摘された事 項も
なく良好な成績で終了した。
1 . 監査実施 年月日 昭和47年3 月 8日
2 . 監 査 員 文部省福利課
桜 井 達 祐
牧 登
学位取得者
取 得 者 工学部講師 小林信之
取 得学位 工学博士 （名古匡大学 ）
取得年月日 昭和47年 1 月31日
学 位論文 メル トからの結晶成長に関する理論的研究
取 得 者 工学部助教授 宮下 尚
取 得学位 工学博士 （ 京都大学）
取得年月日 昭和47年3 月23日
学｛立論文 蒸発冷却器に関 する研究
取 得 者 工学部講師 龍山智柴
取 得学位 工学博士 （大阪大学 ）
取得年月日 昭和47年3 月25日
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優勝 松本 賢一（文 ）
次勝 金坂 績 （文 ）
三位 高木光司郎 （文 ）
(B組 ）
優勝 草島 幸雄 （図 ）
次勝 堀 重男（薬 ）
三位 佐伯 信男 （施 ）
(C組 ）
優勝 荒屋 克子 （文 ）
次勝 黒田 信吉 （養 ）
三位 奥井 三郎 （経 ）
実施月日 2 月12 日 （土 ）午後 1時～同 6 時
場 所 職員ホール
入賞者 優勝 多々良陽一 （工 ）
次勝 高木光司郎 （文 ）
三位 畠山 豊正（工 ）
砂バドミントン大会
実施月日 2 月2 6 日 （土 ）午後 l時～同 5時
場 所 新体育 館





実施月日 2 月26日（土 ）午後 1時～同 8時 30分
場 所 富山県民会 館 702 号室
入賞者 （本 学関係 ）
囲碁B級
優勝 草島 幸雄 （図 ）
将棋
優勝 多々良陽一 （工 ）



















事務補佐 員 田中 洋子 （旧姓・山 崎 ）
教養部





技 能 貝 福村 一男
教務補佐 員 川田美佐子
薬学 部





講 師 鴨野 幸雄
事務補佐員 堀井 由 紀
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主 要 日 誌





8日 放射性同位元素総合 実験 室運営委員会
10日 学園ニュース編集委員会
12日 学内将棋大会




18日 第 6 回大学院委員会
24 日 日本育英会事務打合せ会議





29日 第 5 回入学試験管理委員会
3月 2 日 学園ニュース編集委員会
3 日 第 2回教養部運営協議会
第 2 回協議会
第17回評議会
6 ～ 7 日 文部省会計実地監査
8日 文部省共済組合 実地監査
9 日 会計 経理事務内部監査 （22日まで ）
10 日 学園ニュース編集委員会
1 5日 第 四 回評議会
第 6 回入学試験管理委員会









2月 9 日 選考委員会 （形態学）
報 第142 号
2月10日 昭和47年度富山大学理学専攻科 入学者選抜試験
12日 選考委員会 （英語学 ）


















11 日 理学 科（ 4 年次 ）後学 期授業終了
14日 教授会
人事教授会



















14～22日 附属中 学校入学願書 受付
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2月16日 人事教授会 3月1日 第15回人事教授会
1 7日 附属小学校入学志願者発育検査 第26回教務委員会
18～26 日 教育専攻科 入学願 書 受付 8日 第21回教授会（臨時）
18日 附属小学校入学志願者発育検査結果発表 第27回教務委員会
21 日 幼稚園教員養成課程設置準備委 員会 10 日 会計経理事務内部監査
附属小学校入学志願者抽選 1 3日 第16回人事教授会
22～23日 附属幼稚園教育実習 15日 第22回教授会







28～29日 附属幼稚園教育実習 2月 2 日 教授会
29日 附属中 学校入学者発表 庶務事務監査
3月1日 紀要編集委員会 3 日 学部図書 委 員会
l～ 2 日 附属幼稚園教育実習 人事教授会
4 日 教育専攻科 入学者選抜試験 4 日 和 漢薬研究施設運営委員会
7 日 養護学校教員養成課程検討委員会 8日 教務委員会
8日 教務補導合 同委員会 学部レクリエーション委 員会
人事教授会 9 日 予算委員会
教授会 教授会
9 日 予算委員会 薬学研究科 委 員会
10 日 会計経理事務内部監査 12日 学部予銭会
調査書審査委員会 15～16日 大 学院薬学研究科 第二次試験
1 3日 教育専攻科 入学者合格発表 16日 薬学研究科 委 員会
幼稚園教員養成課程設置準備委員会 17日 学部補導委員会
14 日 教務補導合 同委員会 18日 大 学院薬学研究科 第二次試験 合格発表
教授会 19日 大 学院後学期授業終了
15日 附属幼稚園卒業式 22日 特別講演会
附属幼稚園第 3 学期終業式 学部後学期授業終了
16日 人事教授会 23日 学部長候補 者選挙
附属小学校卒業式 教授会
1 7日 附属中 学校卒業式 28～29日 修士論文発表会
18日 昭和46年度教育学部卒業式 29日 学部補導委員会
22日 附属小学校第 3学期終業式 3月1 日 講座連絡会議
附属中 学校第 3学期終業式 7 B 教務委員会






9 日 会計 経理事務内 部監査
2月 2 日 第4 回学部補導委員会 事務改善委員会第1 部会
8日 第24回教務委員会 10 日 人事教授会
9 日 第20回教授会（臨時） 1 3目 教授会（卒業認定）
第14回人事教授会 人事教授会
16日 第25回教務委員会 1 7日 入試説明会
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3月22日 人 事教 授会
23 ～24日 入学者選抜 試験




2月2 日 工学研究科 委員会











16日 会 計 経理 事務内 部監査
18日 卒業式および祝賀会
23 ～24日 入学者選抜 試験
2月2 日 部長候補者選挙管理委員会
教 授会






15日 学生大会 （ 2月16日より無期限スト に突入 ）
16日 教 授会










会 計 経理 事務内 部監査
2 1日 補導委員会
22日 早朝機動隊 による部内 検証。 教養部玄関封鎖解
報 第142 号
除
3 月22日 教 授の みの教授会
教 授会






3 月3 日 事務打合せ会
7 ～ 9日 昭和46年度大学図書館研究集会
（於国立教育会館）
14日 会 計 経理 事務内 部監査
16日 事務打合せ会
｜経営短期大学部｜｜




18日 第15回教授会 （推せん入学 の 合否判定）
26日 予餓会 （学生 会館）
3 月 4 日 入学試験 委員会






編 集 富 山 大 学 庶務 部 庶務 課
富山 市五福3 1 9 0 
印刷所 株式会 社 ち す 令
富山 市新桜町2 -22 
電話＠1 9 7 7（代）
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